
(57)【要約】

グレースケール制御を必要とするディスプレイパネルを

駆動する方法および装置であって、画素の行に印加され

る電圧は、行電極と列電極とにそれぞれ印加されるグラ

ンドに関して反対符号の電圧の和に等しく、これら電極

の交点は画素を規定する。グレースケールは、列電極に

印加される電圧の変調により実現される。代表的には、

ビデオ用途については、ゼロ（非発光輝度）ないし最大

輝度に対応して２５６の個々のグレーレベルが必要とさ

れる。各グレーレベルについての必要な輝度は、グレー

レベル数の線形関数ではなく、むしろこの番号の近似二

次関数に対応する。本発明は、各グレーレベルについて

輝度値の発生を容易化し、それは、２５６（８ビット）

分解能を有するデジタルクロックによって終結される非

線形電圧ランプを用いてこの関数依存性（即ちガンマ補

正）を近似する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 厚 膜 誘 電 体 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 列 ド ラ イ バ に 接 続 す る グ レ ー ス ケ ー ル 基 準 電 圧 発 生 器 で
あ っ て 、
　 入 来 す る ビ デ オ 信 号 か ら グ レ ー レ ベ ル デ ー タ を 入 力 す る と 共 に 、 そ れ に 応 答 し て 、 前 記
グ レ ー レ ベ ル デ ー タ に 比 例 し た 時 間 イ ン タ ー バ ル の 期 間 、 カ ウ ン ト す る カ ウ ン タ と 、
　 前 記 カ ウ ン タ に 接 続 さ れ 、 前 記 時 間 イ ン タ ー バ ル 中 に 前 記 列 ド ラ イ バ に 印 加 す る た め の
ラ ン ピ ン グ 電 圧 を 発 生 さ せ る た め の 非 線 形 電 圧 ラ ン プ と 、
を 備 え 、
　 前 記 ラ ン ピ ン グ 電 圧 は 、 前 記 厚 膜 誘 電 体 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 輝 度 対 電 圧 特 性 を 補 償 す る
た め に 、 初 期 の 凸 部 分 と そ れ に 続 く 凹 部 分 と を 有 す る 反 転 Ｓ 形 状 を 有 す る 曲 線 と 合 致 す る
グ レ ー ス ケ ー ル 基 準 電 圧 発 生 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 初 期 の 凸 部 分 は 、 概 し て 前 記 時 間 イ ン タ ー バ ル に 関 し て 負 の 二 次 導 関 数 に 合 致 し 、
且 つ 、 前 記 凹 部 分 は 、 概 し て 前 記 時 間 イ ン タ ー バ ル に 関 し て 正 の 二 次 導 関 数 に 合 致 す る 請
求 項 １ 記 載 の グ レ ー ス ケ ー ル 基 準 電 圧 発 生 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 カ ウ ン タ は 、 前 記 時 間 イ ン タ ー バ ル を 線 引 き し て ２ ５ ６ 個 の グ レ ー レ ベ ル を 完 全 に
規 定 す る た め の ８ ビ ッ ト カ ウ ン タ で あ る 請 求 項 １ 記 載 の グ レ ー ス ケ ー ル 基 準 電 圧 発 生 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 負 の 行 電 圧 に つ い て の 前 記 ラ ン ピ ン グ 電 圧 は 、 該 ラ ン ピ ン グ 電 圧 が 前 記 時 間 イ ン タ ー バ
ル の 終 端 で 最 大 輝 度 電 圧 値 Ｖ ｍ に 到 達 す る ま で の 時 間 ｔ ｍ と の 間 の 差 分 の 関 数 と し て 表 さ
れ る Ｖ ｇ ｎ ｅ ｇ (ｔ ｍ － ｔ )で あ り 、 且 つ 、 正 の 行 電 圧 に つ い て の 前 記 ラ ン ピ ン グ 電 圧 は Ｖ

ｇ ｐ ｏ ｓ (t)で あ り 、 こ こ で 、 Ｖ ｇ ｐ ｏ ｓ (t)＝ Ｖ ｍ － Ｖ ｇ ｎ ｅ ｇ (ｔ ｍ － ｔ )で あ る 請 求 項
１ 記 載 の グ レ ー ス ケ ー ル 基 準 電 圧 発 生 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 非 線 形 電 圧 ラ ン プ は 、 積 分 回 路 と 、 異 な る 電 流 を 生 成 し て 前 記 積 分 回 路 に 印 加 す る
た め の 少 な く と も 二 つ の 電 流 源 と を 更 に 備 え 、 前 記 電 流 源 の う ち の 第 １ 電 流 源 が 前 記 積 分
回 路 に 接 続 さ れ る と 、 前 記 ラ ン ピ ン グ 電 圧 の 第 １ セ グ メ ン ト が 生 成 さ れ 、 前 記 電 流 源 の 両
方 が 前 記 積 分 回 路 に 並 列 に 接 続 さ れ る と 、 前 記 ラ ン ピ ン グ 電 圧 の 第 ２ セ グ メ ン ト が 生 成 さ
れ 、 且 つ 、 前 記 電 流 源 の う ち の 第 ２ 電 流 源 が 前 記 積 分 回 路 に 接 続 さ れ る と 、 前 記 ラ ン ピ ン
グ 電 圧 の 最 後 の セ グ メ ン ト が 生 成 さ れ る 請 求 項 ４ 記 載 の グ レ ー ス ケ ー ル 基 準 電 圧 発 生 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 電 流 源 の う ち の 前 記 第 １ 電 流 源 は 、 前 記 時 間 イ ン タ ー バ ル 期 間 中 に 減 少 す る 電 流 を
発 生 さ せ 、 且 つ 、 前 記 電 流 源 の う ち の 前 記 第 ２ 電 流 源 は 、 前 記 時 間 イ ン タ ー バ ル 期 間 中 に
増 加 す る 電 流 を 発 生 さ せ る 請 求 項 ５ 記 載 の グ レ ー ス ケ ー ル 基 準 電 圧 発 生 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 少 な く と も 二 つ の 電 流 源 は 、 時 間 依 存 性 電 圧 フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御 さ れ た 電 流 源 で あ
る 請 求 項 ５ 記 載 の グ レ ー ス ケ ー ル 基 準 電 圧 発 生 器 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 少 な く と も 二 つ の 電 流 源 は 定 電 流 源 で あ る 請 求 項 ５ 記 載 の グ レ ー ス ケ ー ル 基 準 電 圧
発 生 器 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 非 線 形 電 圧 ラ ン プ は 、 前 記 二 つ の 電 流 源 間 で の 制 御 さ れ た ス イ ッ チ ン グ を 行 う た め
の 閾 値 制 御 回 路 を 更 に 備 え た 請 求 項 ５ 記 載 の グ レ ー ス ケ ー ル 基 準 電 圧 発 生 器 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 非 線 形 電 圧 ラ ン プ は 、 正 の 行 電 圧 に つ い て の 前 記 ラ ン ピ ン グ 電 圧 と 負 の 行 電 圧 に つ
い て の 前 記 ラ ン ピ ン グ 電 圧 と の 間 で 選 択 す る た め の フ レ ー ム 極 性 制 御 回 路 を 更 に 備 え た 請
求 項 ５ 記 載 の グ レ ー ス ケ ー ル 基 準 電 圧 発 生 器 。
【 請 求 項 １ １ 】
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　 前 記 電 流 源 は 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ セ グ メ ン ト の 曲 率 を 制 御 す る た め の 制 御 入 力 を 更 に
備 え た 請 求 項 ５ 記 載 の グ レ ー ス ケ ー ル 基 準 電 圧 発 生 器 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 閾 値 制 御 回 路 は 、 前 記 ラ ン ピ ン グ 電 圧 の 前 記 第 １ セ グ メ ン ト と 前 記 第 ２ セ グ メ ン ト
と の 間 の 遷 移 電 圧 を 設 定 す る た め の 制 御 入 力 を 更 に 備 え た 請 求 項 ９ 記 載 の グ レ ー ス ケ ー ル
基 準 電 圧 発 生 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 概 し て 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ (flat panel display)に 関 し 、 更 に 詳
し く は 、 列 電 極 に 印 加 さ れ る 電 圧 の 変 調 に よ る グ レ ー ス ケ ー ル (gray scale)制 御 を 必 要 と
す る デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル を 非 線 形 電 圧 ラ ン プ で 駆 動 す る た め の 装 置 お よ び 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ (electroluminescent display)は 、 Ｃ Ｒ Ｔ (cathode ray tube)
に 対 し て 低 い 動 作 電 圧 、 そ の 優 れ た 画 像 品 質 、 広 視 野 角 、 お よ び 液 晶 デ ィ ス プ レ イ を 上 回
る 高 速 応 答 時 間 、 お よ び そ の 優 れ た グ レ ー ス ケ ー ル 性 能 (gray scale capability)お よ び
プ ラ ズ マ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル よ り も 薄 い 外 形 の 点 で 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ お よ び ２ に 示 さ れ る よ う に 、 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ は 、 行 （ Ｒ Ｏ Ｗ １ ， Ｒ Ｏ Ｗ ２ 等 ） お
よ び 列 （ Ｃ Ｏ Ｌ １ ， Ｃ Ｏ Ｌ ２ 等 ） と 呼 ば れ る 二 つ の 交 差 セ ッ ト の パ ネ ル 導 電 性 ア ド レ ス ラ
イ ン を 備 え 、 そ れ ら 行 (row)お よ び 列 (column)の ア ド レ ス ラ イ ン は 、 二 つ の 誘 電 体 フ ィ ル
ム の 間 に 挟 ま れ た 蛍 光 体 フ ィ ル ム の 両 側 に 配 置 さ れ て い る 。 画 素 (pixel)は 、 行 お よ び 列
の 交 差 点 と し て 定 義 さ れ る 。 従 っ て 、 図 ２ は 、 図 １ の Ｒ Ｏ Ｗ ４ と Ｃ Ｏ Ｌ ４ と の 交 点 で の 画
素 の 横 断 面 図 で あ る 。 各 画 素 は 、 画 素 を 規 定 す る 行 お よ び 列 の 交 点 を 横 切 る 電 圧 の 印 加 に
よ っ て 点 灯 (illuminate)さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 マ ト リ ッ ク ス ア ド レ ッ シ ン グ (matrix addressing)は 、 行 に 対 し て 閾 値 電 圧 以 下 の 電 圧
の 印 加 を 必 要 と す る 一 方 、 そ の 行 と 交 差 す る 各 列 に 対 し て 逆 極 性 の 変 調 電 圧 を 同 時 に 印 加
す る こ と を 必 要 と す る 。 行 お よ び 列 の 電 圧 は 、 合 算 さ れ て 、 各 サ ブ 画 素 (sub-pixels)に 求
め ら れ る 照 度 に 従 っ た ト ー タ ル 電 圧 を 与 え 、 こ れ に よ り 、 画 像 の １ ラ イ ン を 発 生 さ せ る 。
他 の ス キ ー ム は 、 最 大 サ ブ 画 素 電 圧 を 行 に 印 加 す る と 共 に 、 同 一 極 性 の 変 調 電 圧 を 列 に 印
加 す る こ と で あ る 。 変 調 電 圧 の 振 幅 は 、 所 望 の 画 像 に 従 っ て 画 素 電 圧 を 設 定 す る た め の 閾
値 電 圧 と 最 大 電 圧 と の 差 分 以 下 で あ る 。 何 れ の 場 合 に お い て も 、 一 旦 、 各 行 が ア ド レ ス さ
れ る と 、 他 の 行 は 、 全 て の 行 が ア ド レ ス さ れ る ま で 同 じ よ う に ア ド レ ス さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 全 て の 行 の 順 次 的 ア ド レ ッ シ ン グ は 完 全 な フ レ ー ム を 構 築 す る 。 代 表 的 に は 、 ち ら つ き
の な い ビ デ オ 画 像 と し て 人 間 の 目 に 現 れ る も の を 生 成 す る た め に 、 新 た な フ レ ー ム は 、 １
秒 あ た り 少 な く と も 約 ５ ０ 回 ア ド レ ス さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ で 写 実 的 な ビ デ オ 画 像 を 生 成 す る た め に は 、 グ レ ー ス ケ ー
ル 制 御 を 容 易 化 す る た め に 駆 動 電 圧 が 調 節 さ れ る と こ ろ の グ レ ー レ ベ ル (gray level)間 の
所 要 の 明 度 (luminosity)比 を 提 供 す る こ と が 重 要 で あ る 。 こ れ は 、 特 に 、 グ レ ー ス ケ ー ル
制 御 が デ ィ ス プ レ イ 用 列 ド ラ イ バ 上 の 出 力 電 圧 の 制 御 を 通 じ て 実 施 さ れ る と こ ろ の Ｅ Ｌ デ
ィ ス プ レ イ に 当 て は ま る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 駆 動 電 極 間 に 挟 み 込 ま れ た 蛍 光 体 フ ィ ル ム を サ ン ド イ ッ チ す る 厚 膜 誘 電 体 層 を 採 用 す る
伝 統 的 な 厚 膜 誘 電 体 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ は 、 駆 動 電 圧 が 増 加 さ れ た と き の 輝 度 (luminance)
タ ー ン オ ン の 急 激 か つ 非 線 形 の 特 性 に 起 因 し て 、 列 電 圧 の 変 調 を 通 じ た グ レ ー ス ケ ー ル 制
御 に 従 順 で な い 。 反 対 に 、 厚 膜 高 誘 電 率 誘 電 層 の 画 素 を 採 用 す る Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ は 、 閾
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値 を 上 回 る 輝 度 の 概 ね 線 形 依 存 性 を 有 し 、 従 っ て 電 圧 変 調 に よ る グ レ ー ス ケ ー ル 制 御 に 一
層 従 順 で あ る 。 し か し な が ら 、 こ の 場 合 で あ っ て も 、 も し グ レ ー ス ケ ー ル 電 圧 レ ベ ル が 等
間 隔 電 圧 で 発 生 さ れ れ ば 、 グ レ ー レ ベ ル の 輝 度 値 は 、 ビ デ オ 用 途 に は 正 し い レ シ オ に な っ
て い な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ビ デ オ 信 号 に お け る グ レ ー レ ベ ル 情 報 は 、 デ ジ タ ル 処 理 に よ り ８ ビ ッ ト の 数 と し て 符 号
化 さ れ る 。 こ れ ら の デ ジ タ ル 処 理 に よ り 符 号 化 さ れ た グ レ ー レ ベ ル は 、 次 式 の 経 験 的 関 係
に 従 っ て 各 グ レ ー レ ベ ル に つ い て 輝 度 レ ベ ル （ Ｌ ｇ ） の 発 生 を 容 易 化 す る 基 準 電 圧 レ ベ ル
Ｖ ｇ を 発 生 さ せ る た め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 Ｌ ｇ ＝ ｆ （ Ｖ ｇ ） ＝ Ａ ｎ γ 　 　 　 　 　 　  ・ ・ ・ （ 数 式 １ ）
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ こ で 、 ｆ （ Ｖ ｇ ） は 、 輝 度 が 画 素 に 印 加 さ れ る 電 圧 の 関 数 で あ る こ と を 表 し 、 Ａ は 定
数 で あ り 、 ｎ は グ レ ー レ ベ ル 数 (gray level number)で あ り 、 γ は 代 表 的 に は ２ と ２ ． ５
の 間 の 値 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 グ レ ー ス ケ ー ル 機 能 付 き の Ｅ Ｌ (electroluminescent)デ ス プ レ イ ド ラ イ バ は 、 出 力 バ ッ
フ ァ 付 き の デ ジ タ ル ／ ア ナ ロ グ （ Ｄ ／ Ａ ） 装 置 と 似 て い る 。 そ の 目 的 は 、 ビ デ オ ソ ー ス か
ら 入 来 す る グ レ ー ス ケ ー ル ８ ビ ッ ト デ ジ タ ル デ ー タ を パ ネ ル 駆 動 の た め の ア ナ ロ グ 出 力 電
圧 に 変 換 す る こ と で あ る 。 種 々 の タ イ プ の グ レ ー ス ケ ー ル ド ラ イ バ が 存 在 し 、 そ れ ぞ れ は
、 必 須 の デ ジ タ ル ／ ア ナ ロ グ 変 換 を 実 施 す る 別 々 の 方 法 を 採 用 す る 。 本 発 明 は 、 Ｄ ／ Ａ 変
換 を 実 施 す る 手 段 と し て 線 形 ラ ン ピ ン グ 電 圧 (linear ramping voltage)を 使 用 す る タ イ プ
の グ レ ー ス ケ ー ル ド ラ イ バ に 関 す る 。 こ の タ イ プ の ド ラ イ バ に つ い て は 、 デ ジ タ ル グ レ ー
レ ベ ル コ ー ド は 、 最 初 に 、 固 定 周 波 数 ク ロ ッ ク で 動 作 す る カ ウ ン タ を 通 じ て パ ル ス 幅 に 変
換 さ れ る 。 こ の パ ル ス 幅 の 時 間 区 間 (time duration)は 、 グ レ ー レ ベ ル デ ジ タ ル コ ー ド を
表 し 、 グ レ ー レ ベ ル デ ジ タ ル コ ー ド に 対 応 す る 。 カ ウ ン タ の パ ル ス 幅 出 力 は 、 容 量 サ ン プ
ル ホ ー ル ド 回 路 (capacitor sample-and-hold circuit)を 制 御 し 、 こ の 容 量 サ ン プ ル ホ ー
ル ド 回 路 は 、 外 部 で 発 生 さ れ た 線 形 電 圧 に 連 動 し て 動 作 し て パ ル ス 幅 か ら 電 圧 へ の 変 換 を
実 施 す る 。 線 形 ラ ン プ は 、 出 力 電 圧 と 時 間 と の 間 で 線 形 の 関 係 を 有 し て い る の で 、 そ れ ゆ
え に 、 デ ジ タ ル コ ー ド の パ ル ス 幅 表 現 は 、 線 形 グ レ ー レ ベ ル 電 圧 を ド ラ イ バ 出 力 に 発 生 さ
せ る 。 そ し て 、 各 レ ベ ル に つ い て 生 成 さ れ た 輝 度 は 、 画 素 に 印 加 さ れ る 電 圧 と 画 素 の 輝 度
と の 間 の 関 係 に 依 存 し 、 そ れ は 、 特 定 パ ネ ル の 基 本 的 な 電 気 光 学 特 性 (basic electro-opt
ical characteristic)で あ る 。 こ の 輝 度 -電 圧 特 性 は 、 通 常 、 理 想 的 な 特 性 と は 異 な り 、
従 っ て ガ ン マ 補 正 (Gamma correction)が 必 要 に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 画 素 に 印 加 さ れ る 電 圧 と そ の 輝 度 と の 間 の 関 係 は 、 図 ３ の 曲 線 に 代 表 さ れ る 。 輝 度 は 、
閾 値 電 圧 を 上 回 る 最 初 の 数 ボ ル ト に つ い て は 非 線 形 に 、 上 記 閾 値 電 圧 を 越 え て 上 昇 し 始 め
、 そ し て 固 定 輝 度 で 飽 和 す る 前 に 近 似 的 に 線 形 に 上 昇 す る 。 表 示 動 作 に 使 用 さ れ る 曲 線 の
部 分 は 、 初 期 の 上 昇 部 分 お よ び 線 形 部 分 で あ る 。 ド ラ イ バ 出 力 の 差 動 ロ ー ド (differentia
l loading)の 影 響 は 上 記 関 係 を 複 雑 に す る 。 可 変 ロ ー デ ィ ン グ の 影 響 を 打 ち 消 す と 共 に デ
ィ ス プ レ イ の エ ネ ル ギ ー 効 率 を 改 善 す る た め に 、 典 型 的 に は 、 共 振 エ ネ ル ギ ー 回 収 特 性 を
有 す る 正 弦 曲 線 駆 動 電 圧 を 採 用 す る ド ラ イ バ が 採 用 さ れ る 。 こ の よ う な ド ラ イ バ は 、 米 国
特 許 出 願 第 ０ ９ ／ ５ ０ ４ ４ ７ ２ 号 お よ び 第 １ ０ ／ ０ ３ ６ ０ ０ ２ 号 に 開 示 さ れ て お り 、 そ の
内 容 は 、 参 照 す る こ と に よ り 本 明 細 書 の 一 部 を 構 成 す る 。 し か し な が ら 、 そ れ で も な お 、
数 式 １ で 与 え ら れ る 経 験 的 な 関 係 に よ っ て 記 述 さ れ る も の と 同 様 の グ レ ー ス ケ ー ル 応 答 を
発 生 さ せ る た め に は 、 グ レ ー レ ベ ル の た め の 出 力 電 圧 を 調 整 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 従 来 技 術 に よ れ ば 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ に お け る グ レ ー ス ケ ー ル 補 償 用 の 回 路
が 知 ら れ て い る 。
　 例 え ば 、 米 国 特 許 第 ５ ６ ５ ２ ６ ０ ０ 号 （ Khormaei et al)は 、 受 信 画 像 の 第 １ サ ブ フ レ
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ー ム 時 間 期 間 中 の デ ー タ 信 号 で 最 初 に 選 択 さ れ た 画 素 電 極 を 照 射 (illuminate)す る ス テ ッ
プ と 、 そ の 後 に 、 そ の 次 の サ ブ フ レ ー ム 時 間 期 間 中 の デ ー タ 信 号 で 選 択 画 素 電 極 の 第 ２ セ
ッ ト を 活 性 化 す る ス テ ッ プ を 含 み 、 第 １ お よ び 第 ２ の 照 射 信 号 (illumination signals)は
互 い に 異 な る 所 定 の 特 性 を 有 し て い る 。 こ の Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 構 造 は 複 雑 で あ り 、 且 つ
、 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ に お い て 正 し い 輝 度 を 有 す る グ レ ー ス ケ ー ル レ ベ ル を 生 成 す る た め に
非 線 形 電 圧 ラ ン プ (non-linear voltage ramp)を 採 用 す る 基 準 電 圧 発 生 器 の 使 用 を 提 案 し
て い な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 米 国 特 許 第 ５ ８ １ ２ １ ０ ４ 号 (Kapoor et al)に は 、 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ に お い て 正 し い グ
レ ー ス ケ ー リ ン グ を 達 成 す る た め に 異 な る レ ベ ル の 画 素 輝 度 を 使 用 す る こ と が 開 示 さ れ て
い る 。 上 記 ‘ １ ０ ４ 特 許 は 、 一 定 値 か ら ラ ン プ の 全 域 に わ た っ て ラ ン プ 電 圧 信 号 の レ ー ト
を 適 切 に 変 え る た め の 従 来 技 術 の ラ ン プ 発 生 器 の 問 題 を 認 め て い る 。 そ れ に 応 え て 、 上 記
‘ １ ０ ４ 特 許 は 、 種 々 の ス テ ッ プ サ イ ズ が 電 圧 ス テ ッ プ の そ れ ぞ れ の 期 間 で 得 ら れ る よ う
に 構 成 さ れ た グ レ ー ス ケ ー ル ス テ ッ プ ラ ン プ 電 圧 発 生 器 に つ い て 述 べ て い る 。 こ の 開 示 さ
れ た 回 路 は 、 非 常 に 複 雑 で あ り 、 し か も 、 最 低 グ レ ー レ ベ ル と 最 高 グ レ ー レ ベ ル と の 間 で
２ ５ ６ × ２ ５ ６ （ 数 式 １ で ガ ン マ ＝ ２ ． ０ ） の 強 度 ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ (intensity dynam
ic range)を 発 生 さ せ る こ と が で き な い 。 更 に 、 Ｔ Ｆ Ｅ Ｌ デ バ イ ス の 使 用 は 、 上 述 し た よ
う に 、 テ レ ビ ジ ョ ン 規 格 を 満 足 す る グ レ ー レ ベ ル を 達 成 す る こ と に 適 し て い な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 米 国 特 許 第 ６ ４ １ ７ ８ ２ ５ 号 (Stewart et al)に は 、 非 線 形 に 形 成 さ れ る ラ ン プ 電 圧 お
よ び グ レ ー ス ケ ー ル を 有 す る Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ が 開 示 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 上 記 ‘
８ ２ ５ 特 許 は 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス Ｅ Ｌ と フ レ ー ム レ ー ト 変 調 に の み 適 用 す る こ と が
で き 、 パ ッ シ ブ マ ト リ ッ ク ス Ｅ Ｌ お よ び 電 圧 変 調 に は 適 用 で き な い 。
　 以 下 の 従 来 技 術 は 、 本 発 明 に 関 係 す る 背 景 技 術 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ５ ２ ２ ７ ８ ６ ３ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 米 国 特 許 第 ５ ５ ５ ０ ５ ５ ７ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 Ｅ Ｌ パ ネ ル の ガ ン マ 補 正 は 、 従 来 の 線 形 電 圧 ラ ン プ を 特 別 な ‘ 二 重 反
転 Ｓ (double-inverted-S)’ 非 線 形 電 圧 ラ ン プ で 置 き 換 え る こ と に よ り 、 グ レ ー ス ケ ー ル
ド ラ イ バ の Ｄ ／ Ａ 変 換 ス テ ー ジ で 都 合 よ く 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 従 っ て 、 グ レ ー ス ケ ー ル 基 準 電 圧 発 生 器 が 本 明 細 書 で 述 べ ら れ 、 そ れ は 、 適 切 な ガ ン マ
補 正 で デ ジ タ ル デ ー タ か ら グ レ ー レ ベ ル へ の 変 換 を 達 成 す る た め に 、 カ ウ ン タ お よ び サ ン
プ ル ホ ー ル ド 回 路 と 相 ま っ て 非 線 形 電 圧 ラ ン プ を 採 用 し て い る 。 電 圧 ラ ン プ の 形 状 は 、 厚
膜 誘 電 体 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ に つ い て の 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 画 素 に つ い て の 輝 度 対 電 圧
曲 線 の 形 状 を 考 慮 に 入 れ た 数 式 １ に 従 っ て グ レ ー ス ケ ー ル レ ベ ル を 発 生 さ せ る よ う に 定 義
さ れ る 。 従 っ て 、 電 圧 ラ ン プ の 最 適 な 曲 線 は 、 電 圧 範 囲 の 初 期 部 分 に つ い て の 凸 形 状 （ 時
間 に 関 す る 負 の 二 次 導 関 数 ） と 、 最 大 輝 度 ま で の ラ ン プ の 残 り 部 分 に つ い て の 凹 形 状 （ 時
間 に 関 す る 正 の 二 次 導 関 数 ） と を 含 む 反 転 Ｓ 形 状 (inverted s-shape)を 有 す る 。 本 発 明 の
非 線 形 電 圧 ラ ン プ は 、 ２ ５ ６ 個 の グ レ ー レ ベ ル を 完 全 に 規 定 す る た め の ２ ５ ６ 個 の 時 間 イ
ン タ ー バ ル の み を 線 引 き (delineate)す る た め に 必 要 と さ れ る ク ロ ッ ク の 使 用 を 可 能 に す
る 。 ま た 、 電 圧 ラ ン プ は 、 入 来 す る ビ デ オ 信 号 か ら の グ レ ー レ ベ ル デ ー タ に 従 っ て ド ラ イ
バ 出 力 に ガ ン マ 補 正 さ れ た グ レ ー レ ベ ル 電 圧 を 発 生 さ せ る 処 理 を 簡 略 化 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 更 な る 特 徴 お よ び 他 の 特 徴 は 、 本 技 術 分 野 の 当 業 者 で あ れ ば 、 添 付 の 図 面 を 一
緒 に 参 照 す れ ば 、 本 明 細 書 の 以 下 の 詳 細 な 説 明 か ら 明 ら か で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 図 １ ， ２ ， ３ を 参 照 す る と 共 に 、 従 来 技 術 と 対 比 す る と 、 本 発 明 は 、 厚 膜 誘 電 体 層 を 備
え た Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ で 使 用 す る た め に 最 適 化 さ れ る 。 こ の よ う な デ ィ ス プ レ イ の た め の
輝 度 対 駆 動 電 圧 パ ル ス 振 幅 を 示 す 代 表 的 曲 線 が 図 ３ に 示 さ れ て い る 。 図 ３ の 輝 度 曲 線 の た
め に 発 生 さ れ る 正 及 び 負 の 行 電 圧 に つ い て の 理 想 的 な グ レ ー レ ベ ル 発 生 電 圧 ラ ン プ 関 数 が
図 ４ に 示 さ れ 、 以 下 に 更 に 詳 細 に 説 明 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ６ の ブ ロ ッ ク 図 に 示 さ れ る よ う に 、 本 発 明 に よ る グ レ ー ス ケ ー ル 回 路 は 、 以 下 に 更 に
詳 細 に 説 明 さ れ る よ う に 、 非 線 形 電 圧 ラ ン プ を 使 用 し て 、 特 定 の グ レ ー レ ベ ル を 列 上 に 定
義 す る た め の 基 準 電 圧 を 発 生 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 動 作 で は 、 完 全 な フ レ ー ム 画 像 を 生 成 す る た め に 行 電 極 が 順 次 的 に ア ド レ ッ シ ン グ さ れ
る 。 上 述 し た よ う に 、 電 圧 が 、 各 ア ド レ ス ア ド レ ッ シ ン グ さ れ た 行 の 列 に 実 質 的 に 同 時 に
印 加 さ れ て 、 各 フ レ ー ム に つ い て の 画 像 を 生 成 す る た め に 必 要 と さ れ る 画 素 明 度 (pixel l
uminosities)を 生 成 す る 。 任 意 の 一 つ の 画 素 を 横 切 る 時 間 平 均 電 位 （ 画 素 に お け る 化 学 種
(chemical species)の 電 界 に よ る 拡 散 に 関 連 し た 劣 化 メ カ ニ ズ ム に 金 し て デ ィ ス プ レ イ の
寿 命 を 短 縮 す る 状 態 ） を 除 去 す る た め に 、 行 が 交 互 に 変 化 す る 電 気 極 性 で ア ド レ ッ シ ン グ
さ れ る 。 し か し な が ら 、 デ ィ ス プ レ イ 列 ド ラ イ バ は 単 極 の 出 力 を 有 し 、 こ れ に よ り 特 殊 な
ア ド レ ッ シ ン グ ス キ ー ム を 必 然 的 に 必 要 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 具 体 的 に は 、 選 択 さ れ た 行 が 負 の 行 電 圧 で ア ド レ ッ シ ン グ さ れ る と き に は 、 そ の 電 圧 の
振 幅 は 、 も し 画 素 に 印 加 さ れ る 追 加 の 列 電 圧 (additive column voltage)が 存 在 し な け れ
ば そ の 行 上 の 任 意 の 画 素 か ら 光 が 放 出 さ れ な い よ う に 、 閾 値 電 圧 に 等 し い 。 選 択 さ れ た 行
が 正 の 電 圧 で ア ド レ ッ シ ン グ さ れ る と き に は 、 そ の 電 圧 の 振 幅 は 、 最 大 輝 度 に つ い て 必 要
と さ れ る 電 圧 に 等 し く 、 そ し て そ の 列 か ら の 電 圧 は 、 所 望 の グ レ ー レ ベ ル を 達 成 す る た め
に そ の 電 圧 か ら 減 算 さ れ る 。 こ れ ら の 要 件 は 、 グ レ ー ス ケ ー ル 基 準 電 圧 を 発 生 さ せ る た め
に 、 ゼ ロ か ら 始 ま る 電 圧 ラ ン プ を 使 用 し て 調 停 (reconcile)さ れ る 。 本 発 明 に よ る 調 停 (re
conciliation)方 法 は 、 グ レ ー ス ケ ー ル レ ベ ル お よ び そ の 対 応 輝 度 レ ベ ル が 相 互 に 逆 相 関
を 持 つ よ う に 、 行 電 圧 が 正 で あ る と き に 、 入 来 す る デ ジ タ ル ８ ビ ッ ト グ レ ー ス ケ ー ル デ ジ
ッ ト (digital 8 bit gray-scale digits)を そ の 補 数 (complement value)に 変 換 す る こ と
で あ る （ 即 ち 、 バ イ ナ リ ー ０ を １ に 置 き 換 え 、 バ イ ナ リ ー １ を ０ に 置 き 換 え る ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 し か し な が ら 、 そ の 単 独 で の 補 正 は 、 グ レ ー ス ケ ー ル 忠 実 を 達 成 す る に は 不 十 分 で あ り
、 そ し て 、 負 の 行 電 圧 に つ い て 確 立 さ れ た 非 線 形 ラ ン プ 関 数 は 、 ま た 、 Ｖ ｇ ｐ ｏ ｓ (t)＝
Ｖ ｍ － Ｖ ｇ ｎ ｅ ｇ (ｔ ｍ － ｔ )で 与 え ら れ る 数 式 ２ に 従 っ て 正 の 行 電 圧 で 使 用 す る た め に 修
正 さ れ る 。 こ こ で 、 Ｖ ｇ ｐ ｏ ｓ (t)は 、 正 の 行 電 圧 に つ い て の カ ウ ン タ の 実 行 時 間 (runnin
g time)の 関 数 と し て の ラ ン プ 電 圧 で あ り 、 Ｖ ｇ ｎ ｅ ｇ (ｔ ｍ － ｔ )は 、 最 大 輝 度 に つ い て
の 電 圧 値 Ｖ ｍ に ラ ン プ が 到 達 す る 時 間 ｔ ｍ と カ ウ ン タ に つ い て の 実 行 時 間 と の 差 分 の 関 数
と し て 表 さ れ る 負 の 行 電 圧 に つ い て の 確 立 さ れ た ラ ン プ 電 圧 関 数 で あ る 。 図 式 的 に 、 二 つ
の 関 数 Ｖ ｇ ｐ ｏ ｓ (t)お よ び Ｖ ｇ ｎ ｅ ｇ (t)が 互 い に １ ８ ０ ° 回 転 さ れ る 。 従 っ て 、 図 ３ の
輝 度 対 電 圧 曲 線 に つ い て 、 両 方 の 関 数 は 、 上 記 曲 線 の 初 期 部 分 に つ い て 凸 形 状 （ 時 間 に 関
し て 正 の 二 次 導 関 数 ） を 前 提 と す る と 共 に 、 ｔ ＝ ｔ ｍ の 最 大 値 ま で の 曲 線 の 残 り 部 分 に つ
い て 凹 形 状 （ 時 間 に 関 し て 負 の 二 次 導 関 数 ） を 前 提 と す る 。 図 ３ の 輝 度 曲 線 か ら 得 ら れ る
こ の 二 つ の 関 数 が 図 ４ に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 適 切 な 非 線 形 電 圧 ラ ン プ 関 数 Ｖ ｇ ｐ ｏ ｓ (t)お よ び Ｖ ｇ ｎ ｅ ｇ (t)を 生 成 す る た め に 使 用
で き る 種 々 の 技 術 が 存 在 す る 。 図 ６ の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 二 つ の 時 間 依 存 電 圧 フ
ィ ー ド バ ッ ク 制 御 さ れ た 電 流 源 （ Ｉ － １ お よ び Ｉ － ２ 回 路 ） は 、 非 線 形 ラ ン プ の 二 つ の セ
グ メ ン ト を 生 成 す る た め に 使 用 さ れ る 。 Ｉ － １ 電 流 源 は 、 時 間 と 共 に 減 少 す る 電 流 振 幅 を
有 し 、 Ｉ － ２ 電 流 源 は 、 時 間 と 共 に 増 加 す る 電 流 振 幅 を 有 す る 。 閾 値 制 御 回 路 に よ り 決 定
さ れ る よ う に 、 こ れ ら 二 つ の 電 流 源 間 の ス イ ッ チ ン グ の タ イ ミ ン グ を 適 切 に 制 御 す る こ と
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に よ り 、 且 つ 、 電 流 を 積 分 回 路 (integrator circuit)に 方 向 づ け る こ と に よ り 、 図 ４ の 電
圧 ラ ン プ 曲 線 に 対 す る 近 似 が 発 生 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 積 分 回 路 の 出 力 は 、 カ ウ ン タ お よ び サ ン プ ル ホ ー ル ド （ Ｓ ／ Ｈ ） 回 路 を 備 え た 一 般
的 な 列 ド ラ イ バ に 与 え ら れ る 。
　 上 記 発 生 さ れ た 非 線 形 ラ ン プ 電 圧 は 、 図 ７ を 参 照 し て 以 下 で 更 に 詳 細 に 説 明 す る よ う に
、 電 流 源 の 機 能 パ ラ メ ー タ (functional parameters)を 変 更 す る こ と に よ り 、 特 定 の パ ネ
ル 特 性 に つ い て 調 節 (adjust)ま た は 微 調 整 (fine-tune)さ れ 得 る 。
　 更 に 、 フ レ ー ム 極 性 制 御 回 路 は 、 正 お よ び 負 の 行 電 圧 ／ フ レ ー ム に つ い て の 上 記 二 つ の
ラ ン プ 曲 線 間 で 選 択 す る た め に 、 上 記 ラ ン プ 発 生 器 に 備 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 異 な る 輝 度 対 印 加 電 圧 特 性 を 有 す る デ ィ ス プ レ イ に つ い て の 類 似 し た 曲 線 ま た は 図 ４ の
曲 線 に よ り 近 い 近 似 は 、 、 種 々 の 並 列 組 み 合 わ せ で 結 合 さ れ た 、 又 は 、 適 切 な タ イ ミ ン グ
お よ び シ ー ケ ン ス で 順 次 的 に 選 択 さ れ た 異 な る 時 間 依 存 性 関 数 を 有 す る ３ 以 上 の 電 流 源 を
用 い て 発 生 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ６ の 好 ま し い 実 施 形 態 の 簡 略 化 さ れ た 代 替 案 は 、 二 つ の 一 定 （ 時 間 依 存 ） 電 流 源 で 上
記 二 つ の 時 間 依 存 可 変 電 流 源 を 置 き 換 え る こ と で あ る 。 こ れ は 、 図 ５ の 曲 線 に 類 似 し た 段
階 的 (stepwise)ラ ン プ 曲 線 を も た ら す 。 設 計 に お い て 一 層 単 純 で あ る 一 方 、 段 階 的 ラ ン プ
は 、 図 ４ の 二 重 反 転 Ｓ の ラ ン プ に 比 較 し て 劣 っ た 性 能 を 有 す る グ レ ー ス ケ ー ル 補 正 を 提 供
す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ７ に は 、 二 重 反 転 Ｓ の ラ ン プ 発 生 器 の 成 功 し た 代 表 例 が 示 さ れ て い る 。 点 線 の ブ ロ ッ
ク は 、 図 ６ に お け る ブ ロ ッ ク の 機 能 を 提 供 す る 回 路 を 表 す 。 こ の 回 路 は 、 ま た 、 負 及 び 正
の 両 方 の 行 極 性 (row polarities)の た め の 非 線 形 ラ ン プ の そ れ ぞ れ の た め の ３ つ の ク リ テ
ィ カ ル パ ラ メ ー タ (critical parameters)の 独 立 な 調 整 の た め の 制 御 入 力 を 備 え 、 そ し て
ま た 、 デ ィ ス プ レ イ シ ス テ ム か ら の フ レ ー ム 極 性 同 期 パ ル ス に よ っ て 制 御 さ れ る よ う な 上
記 二 つ の 非 線 形 ラ ン プ 間 で 自 動 的 に ス イ ッ チ ン グ す る た め の タ イ ミ ン グ の た め の 制 御 入 力
も 備 え る 。 上 記 ３ つ の ク リ テ ィ カ ル パ ラ メ ー タ は 、 非 線 形 ラ ン プ の 第 １ セ グ メ ン ト の 曲 率
（ 図 ７ の Ｒ １ ５ ， Ｒ １ ６ を 通 じ て 調 整 さ れ る ） と 、 上 記 二 つ の 非 線 形 ラ ン プ セ グ メ ン ト 間
の ス イ ッ チ ン グ に つ い て の 遷 移 電 圧 レ ベ ル （ 図 ７ の Ｒ ９ ， Ｒ １ ０ を 通 じ て 調 整 さ れ る ） と
、 非 線 形 ラ ン プ の 第 ２ セ グ メ ン ト の 曲 率 （ 図 ７ の Ｒ ５ ， Ｒ ６ を 通 じ て 調 整 さ れ る ） で あ る
。 シ ス テ ム 制 御 電 極 か ら 得 ら れ る ラ ン プ リ セ ッ ト 信 号 は 、 デ ィ ス プ レ イ の 全 て の ス キ ャ ン
サ イ ク ル に つ い て の 非 線 形 ラ ン プ を リ セ ッ ト す る と 共 に 同 期 化 す る た め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 各 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル に つ い て の 非 線 形 ラ ン プ の 最 適 化 お よ び 調 整 の た め の 手 順 は 、 第
１ に 、 従 来 の 単 一 の 線 形 ラ ン プ を 用 い て 特 定 の パ ネ ル の 輝 度 対 グ レ ー レ ベ ル 特 性 を 生 成 す
る こ と で あ る 。 そ し て 、 理 想 的 な 特 性 曲 線 は 、 最 大 グ レ ー レ ベ ル で の パ ネ ル の 輝 度 と 数 式
１ と に 基 づ き 導 き 出 さ れ る 。 前 提 値 の ２ を 数 式 １ に お け る α に 割 当 て る と 、 ‘ Ａ ’ の 適 切
な 値 が 試 行 錯 誤 に よ り （ 例 え ば 、 マ イ ク ロ ソ フ ト （ 登 録 商 標 ） の Ｅ Ｘ Ｃ Ｅ Ｌ （ 登 録 商 標 ）
ソ フ ト ウ ェ ア を 用 い て ） 発 生 さ れ る 。 パ ネ ル 特 性 曲 線 と 理 想 的 な 特 性 曲 線 と の 間 の 一 対 一
の マ ッ ピ ン グ (mapping)を 用 い て 、 非 線 形 ラ ン プ の 理 想 的 な 形 状 が 生 成 さ れ る 。 非 線 形 ラ
ン プ の ３ つ の ク リ テ ィ カ ル パ ラ メ ー タ は 、 上 記 計 算 さ れ て 生 成 さ れ た 理 想 的 ラ ン プ に 基 づ
き 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 グ レ ー ス ケ ー ル 補 正 回 路 は 、 日 立 （ 登 録 商 標 ） 製 の Ｅ Ｃ Ｎ ２ １ ０ ３ 行 ド ラ イ バ 及 び Ｓ ｕ
ｐ ｅ ｒ ｔ ｅ ｘ （ 登 録 商 標 ） 製 の Ｈ Ｖ ６ ２ ３ 列 ド ラ イ バ を 用 い て １ ７ イ ン チ の ４ ８ ０ × ６ ４
０ 画 素 Ｖ Ｇ Ａ フ ォ ー マ ッ ト ダ イ ア ゴ ナ ル 厚 膜 カ ラ ー Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ に つ い て 構 築 さ れ た
。 各 画 素 は 、 分 離 し た 列 と 共 通 の 行 を 通 じ て ア ド レ ッ シ ン グ さ れ る 独 立 し た 赤 、 緑 、 青 の
サ ブ 画 素 を 備 え た 。 こ の デ ィ ス プ レ イ の 赤 、 緑 、 青 の サ ブ 画 素 の そ れ ぞ れ に つ い て の 閾 値
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電 圧 は １ ４ ０ ボ ル ト で あ っ た 。 こ の 回 路 は 、 米 国 特 許 出 願 第 ０ ９ ／ ５ ０ ４ ４ ７ ２ 号 お よ び
１ ０ ／ ０ ３ ６ ０ ０ ２ ． １ に 例 示 さ れ て い る よ う な パ ネ ル の 可 変 容 量 性 イ ン ピ ー ダ ン ス に 起
因 し た グ レ ー レ ベ ル 変 動 を 除 去 す る た め の 補 償 回 路 を 備 え た エ ネ ル ギ ー 回 復 共 振 サ イ ン 波
駆 動 回 路 と 共 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ８ は 、 本 発 明 の 正 の 行 電 圧 と 負 の 行 電 圧 と に つ い て の 非 線 形 ラ ン プ を 有 す る も の と 比
較 さ れ る 従 来 の 単 一 の 線 形 ラ ン プ を 有 す る 成 功 し た 代 表 例 １ ７ ’ ’ デ ィ ス プ レ イ に つ い て
の 輝 度 と グ レ ー レ ベ ル 数 と の 関 係 を 示 す 。 ま た 、 理 想 的 な 特 性 曲 線 が 比 較 の た め に 提 供 さ
れ て い る 。 非 線 形 ラ ン プ を 用 い て 発 生 さ れ た 特 性 曲 線 は 、 理 想 的 な 特 性 に 極 め て 近 い 近 似
(proximity)を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 の 複 数 の 特 定 の 実 施 形 態 が 本 明 細 書 で 説 明 さ れ た が 、 本 技 術 分 野 の 当 業 者 に は 、
本 発 明 の 思 想 ま た は 本 発 明 の 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 変 形 が 可 能 で あ る こ と が 理 解 さ れ
る で あ ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 従 来 技 術 に よ る Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 画 素 の 行 及 び 列 の 配 列 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 単 一 画 素 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の Ｅ Ｌ 画 素 に つ い て の 輝 度 対 印 加 電 圧 曲 線 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ 輝 度 対 印 加 電 圧 曲 線 か ら グ レ ー ス ケ ー ル 輝 度 を 生 成 す る た め の 負 の 行 電 圧 と
正 の 行 電 圧 と の 電 圧 ラ ン プ 曲 線 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の ガ ン マ 補 正 曲 線 の 段 階 的 線 形 近 似 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る ガ ン マ 補 正 に つ い て の 非 線 形 ラ ン プ 発 生 器 の ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の 非 線 形 ラ ン プ 発 生 器 の 成 功 し た 代 表 例 の 図 式 的 回 路 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の ガ ン マ 補 正 回 路 を 用 い た 場 合 と 図 ７ の ガ ン マ 補 正 回 路 を 用 い な い 場 合 の １
７ イ ン チ 厚 膜 誘 電 体 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ に つ い て の 輝 度 対 グ レ ー レ ベ ル を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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摘要(译)

一种驱动需要灰度控制的显示面板的电路和方法，其中施加到一行像素
的电压等于分别施加到与行交叉的行电极和列电极的相对于地的相反符
号的电压之和定义像素。通过调制施加到列电极的​​电压来实现灰度级。
通常对于视频应用，需要256个单独的灰度级，其对应于从零（无发光亮
度）到全亮度的亮度级。每个灰度级所需的亮度不是灰度级数的线性函
数，而是对应于该数的近似二次函数。本发明利用具有256（8位）分辨
率的数字时钟终止的非线性电压斜坡，有助于产生近似于该功能依赖性
（即Gamma校正）的每个灰度级的亮度值。斜坡终端处的电压保持在恒
定值，并馈送到显示列的灰度驱动器的输出缓冲器。
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